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Current status of cooperation between training facilities 
for care training and care worker training facilities
―Importance of three-way cooperation between care training instructors, trainees, 
and teachers at long-term care welfare training facilities―
Takayuki HISATA, Hidemi URA and Aya ISHIBASHI
（Faculty of Human and Social Studies Department of Social Work）
Abstract
The purpose of this study is to clarify the current state of cooperation based on the stories of care training 
instructors, teachers, and trainees in care training.　In the training of care workers, it is desirable to carry 
out care training in cooperation with teachers and care training instructors.　Care training can acquire the 
specialty of care workers, and care training is a particularly important subject in the training curriculum. 
The results of the analysis of the narratives of the care training instructor, teacher, and trainees were created 
as a conceptual diagram, and a conceptual diagram showing the relationship between the three was created.　
In conclusion, the hypothesis that care training instructors and teachers are coordinating with guidance 
that emphasizes the thinking process for practicing care skills and dementia care in order for trainees to acquire 
expertise as care workers.　I was able to stand.
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音声データをテキスト化し KH corder で分析した。分
析に用いる KH coder のコマンドとして、①抽出語
リストを用いた頻出語分析、②共起ネットワーク分
析を行った。
２）頻出語の分析
KH coder には、テキストデータの中から語を自
動抽出し、多く出現していた語の確認を行う、抽出
語リストを作成する機能が存在する。これにより、
介護の講演会において語られた「介護実習に対する
認識」の中で多く出現した語について、その出現回
数を確認するという客観的な指標として使用するこ
とが出来る。
本研究においては、介護福祉士養成施設の専任教
員、介護実習指導者、介護実習を経験した実習生の
三者の語りにおける頻出語を、それぞれ確認するこ
とで、両者に含まれる語の共通性を検証するために
用いる。
３）共起ネットワーク分析
共起ネットワーク分析とは、上で述べた抽出語リ
ストのうち、出現パターンの類似性や語同士のつな
がりを可視化できるものである。共起ネットワーク
の描画においては、語を囲む円の大きさが出現率を
表し、円と円を結ぶ線（edge）を用いて共起関係を
示している。
本研究においては、介護福祉士養成施設の専任教
員、介護実習指導者、介護実習を経験した実習生の
三者の語りにおける、それぞれの共起ネットワーク
分析を用いて、認識や思考プロセスにどのような違
いがあるのかを比較検討するために用いるものとす
る。また、総合考察において、三者の認識に関する
概念図をする際の基礎として用いる事とする。
４）KH corder を用いた質的分析
「KH coder」が行う処理として、図に示す通り、
テキスト型データの中から語を自動抽出したうえで
多変量解析を行うことを基本として、テキスト型
データの中で多く出現していた語の確認が出来る。
多変量解析の１つ目の段階として、階層的クラス
ター分析、多次元尺度構成法、共起ネットワークな
表５　研究協力者の概要
学生C学生B学生A実習指導者養成校教員
男性女性男性男性女性性別
20代20代20代30代40代年齢
―――
養成校ルート
（大学）
養成校ルート
（大学）
資格取得ルート
――――15年教歴
―――８年５年実務経験
４年生３年生２年生――学年
ど、語と語の結びつき（共起）を探ることが可能で
ある。
本研究においては、KH coder によって自動抽出
及び自動生成された共起ネットワークをもとに、テ
キストデータを概観しつつ質的に分析を行うことで、
恣意的な操作をできるだけ行わず概念を整理する仮
説生成を行うこととする。
Ⅳ．結　　　果
１．「教員の語り」の結果
１）頻出語の内容（抽出語リスト）
介護の講演会における介護福祉士養成施設の専任
教員の語りをもとに、KH corder により自動抽出さ
れた頻出語は以下の通りである（表６）。
頻出語の特徴として、「実習」１９回、「学生・学生
さん」合わせて１４回、「指導者さん」４回、「利用者
さん」３回と介護実習に関わる人が抽出されている
ことがわかる。 
２）共起ネットワークの内容
講演会における介護福祉士養成施設の専任教員の
語りをもとに、KH corder により描画された共起ネッ
トワークは以下のとおりである（図１）。なお、共
起ネットワーク描画における条件は、出現回数が２
回以上の語であり、それに該当する上位７８語によっ
て描画されている。
２．「実習指導者の語り」の結果
１）頻出語の内容（抽出語リスト）
介護の講演会における介護実習指導者の語りをも
とに、KH corder により自動抽出された頻出語は以
下の通りである（表７）。
頻出語の特徴として、「実習生」２９回、「実習」１３
回、「養成校」１３回、「現場」７回などが抽出されて
いることがわかる。 
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図１　介護福祉士養成施設の専任教員の語りから自動描
画された共起ネットワーク
表６　介護福祉士養成施設の専任教員の語りから自動抽
出された頻出語
出現
回数
抽出語
出現
回数
抽出語
出現
回数
抽出語
２三者間連携３指導19実習
２支援３事後指導10思う
２施設・事業所３少ない９行う
２時間数３障る８学生
２実際３振り返る６学生さん
２実習先３生活支援技術６状況
２実習目標３伝える６段階
２種別３方々５イメージ
２充実３利用者さん５理解
２職員２３年次段階４指導者さん
２世代２ご協力４次
２対象２ご覧４深める
２知る２スライド４設定
２地域２ディスカッション４頂く
２中心２一通り４展開
２提供２科目３２年次
２伝わる２科目間連携３４年次
２特徴２課題３意識
２風２介護実習３異なる
２分野２介護総合演習３介護
２聞く２学び３介護過程
２方法２記録３確認
２本学２現段階３学ぶ
２立案２行える３計画
２連携２行く３向上
２老人２今３考える
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２）共起ネットワークの内容
介護の講演会における介護実習指導者の語りをもと
に、KH corder により自動描画された共起ネットワー
クは以下のとおりである（図２）。なお、共起ネット
ワーク描画における条件は、出現回数が２回以上の語
であり、それに該当する５７語によって描画されている。
３．「実習生（学生）の語り」の結果
１）頻出語の内容（抽出語リスト）
介護の講演会における介護実習指導者の語りをも
とに、KH corder により自動抽出された頻出語は以
下の通りである（表８）。
頻出語の特徴として、「実習」２７回、「利用者さん」
１０回、「不安」７回、「指導」６回、「職員さん」な
どが抽出されているのがわかる。
表７　介護実習指導者の語りから自動抽出された頻出語
出現
回数
抽出語
出現
回数
抽出語
出現
回数
抽出語
２関わる４理解30する
２気持ち３もちろん29実習生
２記録３見る17ない
２共有３指導者17思う
２合わせる３出来る15いう
２作る３状況13実習
２作成３伝える10養成校
２実施３把握９できる
２実習体制３不安７学ぶ
２受け入れる３雰囲気７現場
２習得３役割７実習施設
２重要２お互い６ある
２情報２どう６なる
２心身２わかる５介護
２全部２サポート４つながる
２多職種２意義４でる
２発言２一人ひとり４ない
２表情２応じる４にる
２分かる２介護技術４やる
２来る２介護実習４実際
２利用者２介護福祉士４実習指導者
２利用者さん２学び４大切
２話２楽しい４知る
２環境４能力
図２　介護実習指導者の語りから自動描画された共起
ネットワーク
表８　実習生の語りから自動抽出された頻出語
出現
回数
抽出語
出現
回数
抽出語
出現
回数
抽出語
２教員３さま34する
２個別支援３にる27実習
２後３確認17ない
２考える３関わる12ある
２合う３気12できる
２混乱３経験10なる
２最終日３計画10利用者さん
２指導者３現場７いう
２施設３行く７行う
２時間３思い７不安
２次に３実習前７立てる
２自然災害時３実習中６思う
２質問３実習日誌６指導
２実際３少し６自分
２実施３大学６職員さん
２取り入れる３大切さ６年次
２受ける３必要５つく
２情報２いただく５どう
２信頼関係２こと５ケアプラン
２身２ずっと５最後
２早出２ない５出来る
２多い２につく５人
２担当２はっきり４でる
２知る２よい４はじめ
２難しい２よる４プラン
２入る２わかる４意見
２悩み２ん４介助
２反省会２スライド４学ぶ
２部分２タイミング４学生
２聞く２マイナス４感じる
２方々２一人４困る
２明確２基準４書き方
２勿論２機会４利用者
２夜勤２気づく３４年次
２流れ２休み３いる
２躓く２教える３こう
２）共起ネットワークの内容
介護の講演会における実習生の語りをもとに、 
KH corder により自動描画された共起ネットワーク
は以下のとおりである（図３）。共起ネットワーク
描画における条件は、出現回数が２回以上の語であ
り、それに該当する８５語によって描画されている。
Ⅴ．考　　　察
１．共起ネットワークの内容にもとづく「教員の語
り」のカテゴリ
『教員の語り』の共起ネットワークの内容（図１）
をもとに、カテゴリを太線で、サブカテゴリを細線
で示した（図４）。その結果として、３
　
 つのカテゴ
リを生成することができた。以下、それぞれのカテ
ゴリ及び サブカテゴリについて述べていきたい。な
お、説明の際に下線を用いた語は、共起ネットワー
クにおいて抽出された語を表わしている。
カテゴリ①【三者間連携の大切さ】には、〈介護
過程の充実〉〈施設・事業所との連携〉〈職員とのディ
スカッション〉というサブカテゴリが生成できた。
以下、生成したサブカテゴリの考察を行う。
サブカテゴリ①１〈介護過程の充実〉から介護
福祉士養成施設の専任教員は、介護実習において介
護過程を充実させていくことがチームケアの充実を
生み出し、地域を支えるためもケアの能力を向上さ
せると認識していることがわかる。
サブカテゴリ①２〈施設・事業所との連携〉か
ら、介護実習を実施する上で、施設・事業所で従事
する職員に対し、三者間連携の重要性を事前に説明
し理解してもらったうえで、受け入れてもらってい
ることが学生に伝わっていると、介護福祉士養成施
設の専任教員が実感しているという事がわかる。
サブカテゴリ①３〈職員とのディスカッション〉
から介護福祉士養成施設の専任教員は、介護実習を
実施するにあたり、介護実習指導者も含めた職員と
実習生に対して、介護実習の重要性や実習施設の果
たす役割を伝えていきたいと思っているという事が
わかる。
以上のことから介護福祉士養成施設の専任教員は、
【三者間連携の大切さ】においては、介護福祉士養
成施設の専任教員が考える介護実習の重要性やその
目的が実習受け入れ先や、指導に当たる職員に伝
わったうえで連携を図っていくことが重要であり、
それによって介護過程の展開に関する学びが充実す
る事で、地域を支えるケア能力の向上につながると
認識していることが明らかとなった。
カテゴリ②【実習指導者と学生の関係性】には、
〈科目間連携の意識〉〈学生の課題と学び〉〈指導者
による指導〉というサブカテゴリを生成した。以下、
生成したサブカテゴリの考察を行う。
サブカテゴリ②１〈科目間連携の意識〉から介
護福祉士養成施設の専任教員は、介護福祉士養成カ
リキュラムの科目間連携を意識したうえで、実習生
への指導を行っており、介護実習指導者とも打ち合
わせを行ったうえで、介護実習を行っていると認識
している事がわかる。
サブカテゴリ②２〈学生の課題と学び〉から介
護福祉士養成施設の専任教員は、実習生は、大学や
実習を行う介護の現場での学びを、介護福祉士養成
施設の専任教員とともに振り返りを行いながら、自
身の課題や介護実習指導者に提示された課題に取り
組んでいくと認識していることがわかる。
サブカテゴリ②３〈指導者による指導〉から介
護福祉士養成施設の専任教員は、学生の介護実習に
関する戸惑いや迷いを聞き取り、話し合いながら介
護実習指導者は指導してくれており、その指導には、
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図３　実習生の語りから自動描画された共起ネットワーク
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教育的な機能や支持的な機能を有したものであると
認識していることがわかる。
以上のことから介護福祉士養成施設の専任教員は、
【実習指導者と学生の関係性】においては、科目間
の連携を前提とした学生への学びと振り返りの機会
を提供しつつ、学生の迷いや戸惑いへの対応など、
介護実習指導者との関係性が良好であることが円滑
な実施と学習効果の両側面から重要な要素であると
認識していることがわかる。
カテゴリ③【利用者からの学び】には、〈介護計
画の立案と展開〉〈生活支援技術の実践〉〈年次ごと
の学びと目標〉という４つのサブカテゴリを生成し
た。以下、生成したサブカテゴリの考察を行う。
サブカテゴリ③１〈介護計画の立案と介護実習
の展開〉から介護福祉士養成施設の専任教員は、介
護実習においては、介護実習を展開する上で、最終
的な目標として介護計画を立案する事に置いている
と認識していることがわかる。
サブカテゴリ③２〈生活支援技術の実践〉から
介護福祉士養成施設の専任教員は、科目において学
んだ施設・事業所や利用者の実際のイメージをもと
に生活支援技術を行うことを大切にしているという
事がわかる。また、それに基づく記録の重要性を踏
まえて方法の教授が必要であると認識していること
がわかる。
サブカテゴリ③３〈年次ごとの学びと目標〉か
ら介護福祉士養成施設の専任教員は、３年次、４年
次に設定された実習目標をもとに、学生が学びを深
めていけるよう、障害・高齢分野などでの実習を位
置づけ、バランスよく介護実習を設定しているとい
う事がわかる。
以上のことから介護福祉士養成施設の専任教員は、
【利用者からの学び】においては、利用者の実際の
イメージをもとに生活支援技術を行うことや、最終
的な目標として介護計画を立案する事に向けて、各
年次で実習目標を設定し、学生の学びが深まるよう
に考慮されていることがわかる。 
２．共起ネットワークの内容にもとづく「実習指導
者の語り」のカテゴリ
『実習指導者の語り』の共起ネットワークの内容
（図２）をもとに、カテゴリを太線で、サブカテゴ
リを細線で示した（図５）。その結果として、３
　
 つ
のカテゴリを生成することができた。以下、それぞ
れのカテゴリ及び サブカテゴリについて述べていき
たい。なお、説明の際に下線を用いた語は、共起
ネットワークにおいて抽出された語を表わしている。
カテゴリ①【介護福祉士としての能力】には、〈心
身の状況に応じた対応〉〈他職種連携〉というサブ
カテゴリが生成できた。以下、生成したサブカテゴ
リの考察を行う。
サブカテゴリ①１〈心身の状況に応じた対応〉
から介護実習指導者は、介護実習においては、介護
福祉士として必要な、心身の状況に応じた介護の能
力を獲得するための学びが重要であると認識してい
ることがわかる。
サブカテゴリ①２〈他職種連携の理解〉から介
護実習指導者は、介護実習において多職種協働への
理解を促すことが重要であり、そのために多職種が
実習生の学びに対する協働が必要であると認識して
いることがわかる。
図４　介護福祉士養成施設の専任教員の語りから自動描
画された共起ネットワークをもとにカテゴリ・サ
ブカテゴリを生成したもの
以上のことから介護実習指導者は、【介護福祉士
としての能力】において、介護福祉士として必要な、
心身の状況に応じた介護の能力や、多職種が共同し
て介護を行う現場を理解する必要があると認識して
いることが明らかとなった。
カテゴリ②【実習指導者の役割】には、〈実習生
のサポート〉〈記録を通しての指導〉〈実際の現場で
行う指導〉というサブカテゴリを生成した。以下、
生成したサブカテゴリの考察を行う。
サブカテゴリ②１〈実習生のサポート〉から介
護実習指導者は、介護福祉士養成施設と介護実習施
設が互いに情報共有を行い、その情報を実習施設内
の職員に分かってもらった上でチームとして実習生
をサポートすることが必要であると認識しているこ
とがわかる。
サブカテゴリ②２〈記録を通しての指導〉から
介護実習指導者は、記録は実習生の理解度を知る上
で重要なツールであると位置づけ、カンファレンス
において活用しようとしていることがわかる。
サブカテゴリ②３〈実際の現場で行う指導〉か
ら介護実習指導者は、介護実習の意義を理解し、実
習受け入れの準備や実習中の調整、介護福祉士養成
施設との連絡など現場での実習における学びが十分
に出来るよう準備を行っていることがわかる。
以上の事から介護実習指導者は、【実習指導者の
役割】として、チームとして実習生をサポートする
ことや、記録を用いた指導を行う事、現場での実習
が十分に出来るよう調整するという役割を認識して
いることが分かった。
カテゴリ③【利用者と関わることによる学び】に
は、〈現場の魅力を伝えるための雰囲気づくり〉〈介
護技術を通した関わり〉〈実習生に合わせた実習プ
ログラム〉という３つのサブカテゴリを生成した。
以下、生成したサブカテゴリの考察を行う。
サブカテゴリ③１〈現場の魅力を伝える雰囲気
づくり〉から介護実習指導者は、自身の経験を活か
して、介護の魅力を伝えられるよう、楽しい雰囲気
を大切に、実習生の気持ちを大切にしながら関わろ
うとしていることがわかる。
サブカテゴリ③２〈介護技術を通じた利用者と
の関わり〉から介護実習指導者は、介護技術を通し
て利用者と関わることを大切に考え、時には現場で
行われていることを見て学ぶことを大切にしている
ことがわかる。
サブカテゴリ③３〈実習生に合わせた実習プロ
グラムの作成〉から介護実習指導者は、実習生一人
ひとりに合わせた実習計画を作成することで実習生
が安心して実習出来る環境を整えようとしているこ
とがわかる。
以上の事から介護実習指導者は、【利用者と関わ
ることによる学び】として、介護の魅力を伝えるた
めに楽しい雰囲気を大切にしたうえで、介護技術を
通して利用者と関わることを意識した、実習生一人
ひとりに合わせた実習計画を作成して実習の受け入
れを行っていることが明らかとなった。
３．共起ネットワーク分析にもとづく「実習生の語
り」のカテゴリ
『実習生の語り』の共起ネットワーク分析（図３）
をもとに、カテゴリを太線で、サブカテゴリを細線
で示した（図６）。その結果として、３
　
 つのカテゴ
リを生成することができた。以下、それぞれのカテ
ゴリ及び サブカテゴリについて述べていきたい。な
お、説明の際に下線を用いた語は、共起ネットワー
クにおいて抽出された語を表わしている。
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図５　介護実習指導者の語りから自動描画された共起
ネットワークをもとにカテゴリ・サブカテゴリを
生成したもの
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カテゴリ①【介護現場での学び】には、〈介護過
程を通じた関わり〉〈各年次で身についた能力〉〈個
別支援の難しさと大切さ〉というサブカテゴリが生
成できた。以下、生成したサブカテゴリの考察を行
う。
サブカテゴリ①１〈介護過程を通じた利用者と
の関わり〉から実習生は、利用者に対する個別支援
の重要性を理解したうえで、ケアプランを作成する
ことが重要であると認識している。その中で、計画
を作成する上で利用者の思いや情報を整理する事の
困難さに直面し、混乱し躓きながら、教員の指導を
受けて乗り越えてきたと認識していることが分かっ
た。
サブカテゴリ①２〈各年次で身についた能力〉
から実習生は、年次ごとの様々な学びから、介護福
祉士として身に付けなければならない能力に気づく
など、段階的に自身の成長を感じているという事が
わかった。
サブカテゴリ①３ 〈個別支援の難しさと大切さ〉
から実習生は、現場の方々の実践を目の当たりにし、
その素晴らしさに感銘を覚えつつ、自身が担当する
利用者等への個別支援の難しさに気づき、利用者に
合わせた介助の方法について知る機会を得ていると
認識していることが分かった。
以上のことから、【介護現場での学び】において
は、利用者に対する個別支援の重要性を理解したう
えで、ケアプランを作成することが重要であり、そ
のためには、年次ごとの様々な学びから、介護福祉
士として身に付けなければならない能力に気づく事
や利用者に合わせた介助の方法について知ることが
必要であると認識していることが明らかとなった。
カテゴリ②【関わりからの学び】には、〈利用者
との信頼関係〉〈職員との関係性〉というサブカテ
ゴリを生成した。以下、生成したサブカテゴリの考
察を行う。
サブカテゴリ②１〈利用者との信頼関係〉から
実習生は、利用者との信頼関係構築のために、自身
の介護観やその人に合わせた介護を行うことの重要
性を改めて考える機会となり、関わることが出来た
のではないかと認識している事がわかる。
サブカテゴリ②２〈職員との関係性〉から実習
生は、介護実習受け入れ先の職員が行うスムーズな
介護や利用者との関係の作り方を見て学び、自身も
それを実施しながら成功や躓きを経験しながら介護
実習に取り組んでいたと認識している事がわかる。
以上のことから、【関わりから学ぶこと】におい
ては、職員の介護を見ながら実習生自身も、利用者
との信頼関係構築のために、自身を内省する機会を
得ることが出来るとともに、様々な経験をしてきた
と認識していることが明らかとなった。
カテゴリ③【その他の学びや困ったこと】には、
〈実習日誌の書き方〉〈実習前の確認〉〈反省会の進
め方〉〈自然災害時の対応〉〈質問のタイミング〉と
いうサブカテゴリを生成した。以下、生成したサブ
カテゴリの考察を行う。
サブカテゴリ③１〈実習日誌の書き方〉から実
習生は、介護実習における実習日誌の書き方に戸惑
いや困惑を感じていたことがわかる。これに関して
は、自身の能力の問題であるか、介護福祉士養成施
設の専任教員あるいは介護実習指導者の指導が不足
していたのか等の発言はなかったが、記録に対する
戸惑いや困惑は表出されていた。
サブカテゴリ③２〈実習前の確認〉から実習生
は、介護実習を行うにあたり、実習前の準備や確認
が不足していたと認識していたことが分かった。
サブカテゴリ③３〈反省会の進め方〉から実習
図６　学生の語りから自動描画された共起ネットワーク
をもとにカテゴリ・サブカテゴリを生成したもの
生は、介護実習の最終日に実施する反省会の進行の
やり方について事前に確認できなかったと認識して
いる事がわかった。
サブカテゴリ③４〈自然災害時の対応〉から実
習生は、台風や大雨等の自然災害時に、介護実習の
実施に関して基準があいまいであったと認識してい
ることが分かった。
質問するタイミングが図れず困った思いをしてい
た事がわかった。
以上のことから、【その他の学びや困ったこと】
においては、実習日誌の書き方、実習前の確認、反
省会の進め方、自然災害時の対応、質問のタイミン
グの難しさ等、介護福祉士としての専門性を身に付
けるというよりも、社会人としての自律性を養うた
めの項目について学びを深め困難さを感じながら介
護実習を実践してきたことが明らかとなった。
４．実習に関する認識の概念図の検討
１）介護福祉士養成施設の専任教員の認識に関する
概念図
これまで、介護福祉士養成施設の専任教員の語り
をもとに共起ネットワークにおいて描画された図を
用いて考察した内容をもとに、概念図を作成すると
図７の通りとなる。
２）介護実習指導者の認識に関する概念図
これまで、介護実習指導者の語りをもとに共起
ネットワークにおいて描画された図を用いて考察し
た内容をもとに概念図を作成すると図８の通りとな
る。
３）実習生の認識に関する概念図
これまでの実習生の語りをもとに、共起ネットワー
クにおいて描画された図を用いて考察した内容にお
いて、概念図を作成すると以下の通りとなる。
５．総合的な考察
前項で作成した、介護福祉士養成施設の専任教員、
介護実習指導者、実習生の概念図を用いて、介護実
習における三者の認識に関するモデルを作成する。
介護福祉士養成施設の専任教員は、【三者間連携
の大切さ】【利用者からの学び】【実習指導者と学生
の関係性】を大切にしたうえで、実習生を受け入れ
る施設・事業所との連携を図ることが分かった。実
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図７　介護福祉士養成施設の専任教員の語りをもとに作
成した概念図
図８　介護実習指導者の語りをもとに作成した概念図
図９　実習生の語りをもとに作成した概念図
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習先の介護実習指導者との連携を行いながら、実習
生の話を聞き取り、必要な指導を行っている。
介護実習指導者は、介護福祉士養成施設の専任教
員との連携をもとに、【利用者と関わることによる
学び】の準備として、実習生に合わせた実習プログ
ラムを作成し、介護技術を通した利用者のかかわり
を行いやすい雰囲気を作り、実習生が【介護福祉士
としての能力】を獲得できるよう指導したうえで、
【実習指導者としての役割】の一つとして、介護福
祉士養成施設の専任教員に対して連絡を取り、積極
的に連携を図っていることが分かった。
実習生は、【介護現場での学び】【かかわりからの
学び】【その他の学びや困ったこと】などの認識を
持ちながら、戸惑いや躓きを持ちながら実習を行っ
ていることが分かった。
これらの事を総合的に考察すると図１０のような概
念図を作成することが出来る。この概念図から、介
護福祉士養成施設の専任教員及び介護実習指導者の
間において、二者間の連携の重要性を相互に理解し
たうえで、必要に応じた連絡や調整が行えているこ
とがわかる。また、実習生への指導という側面を見
ると、【介護現場での学び】【関わりからの学び】に
関しては、介護実習指導者から指導を受け、【その
他の学びや困ったこと】に関しては主に介護福祉士
養成施設の専任教員から指導を受けていると認識し
ていることが明らかとなった。
Ⅵ．結　　　論
１．三者の認識の概念図から見える介護実習の現状
と課題
１）介護実習の現状
介護福祉士養成施設の専任教員、実習生、介護実
習指導者の三者の語りをもとに、それぞれの認識に
関する概念図を作成し、総合的な考察を行ってきた。
その結果として、介護実習に関する現状が明らかと
なった。
介護実習の現状として、介護福祉士養成施設の専
任教員と介護実習指導者の二者の連携に関する認識
では、その重要性を相互に理解したうえで、必要に
応じて話し合いを行い、連絡を行う等の具体的な行
図１０　介護福祉士養成施設の教員、実習指導者、実習生の語りをもとに作成した概念図
動を起こせていると認識していることがわかる。ま
た、二者間の連携における共通キーワードとして、
「利用者との関わり」「生活支援技術（介護技術）」等
が挙げられる。また、キーワードの共通性は見いだ
せなかったが、両者が強く認識していると考えられ
るものとして、介護福祉士としての専門性の獲得に
対する事項であることが推測できる。その理由とし
て、介護福祉士養成施設の専任教員の語りから抽出
されたサブカテゴリを概観すると、〈介護過程の充実〉
〈生活支援技術の実践〉〈介護計画の立案と展開〉か
ら、介護福祉士の専門性の一つである、専門的知識
及び技術に基づいた介護実践のための思考過程の獲
得を重要視しているであると考えられるためである。
また、介護実習指導者の語りから抽出されたサブ
カテゴリを概観すると、〈介護技術を通した関わり〉
〈心身の〉〈状況に応じた対応〉〈他職種連携〉〈記録
を通しての指導〉から、介護福祉士が誕生した当初
からの主要業務であった身体的ニーズを充足するた
めの介護技術を中心として、近年の介護福祉士に求
められる認知症の利用者への対応を示す〈心身の状
況に応じた対応〉等の獲得を重要視している事が推
測できる。
介護実習において介護福祉士養成施設の専任教員
と介護実習指導者の間では、実習生が介護福祉士と
しての専門性を獲得するために、介護技術や認知症
ケアを実践するための思考過程を重要視した指導と
連携を行っているのではないかと仮説を立てること
が出来る。
２）介護実習の課題
本研究において、介護福祉士養成施設の専任教員
と介護実習指導者は、介護技術や認知症ケアを実践
するための思考過程を重要視した指導と連携を行っ
ていると仮説を立てることが出来た。これを踏まえ
た介護実習の課題は、実習生の認識と介護福祉士養
成施設の専任教員ならびに介護実習指導者の認識が
乖離あるいは不足していることであるといえる。
その理由として、実習生の語りから作成した概念
図を概観すると、〈介護過程を通じた関わり〉とい
うサブカテゴリから、介護過程を重要視しているこ
とは推測できる。しかし、専門的知識や技術を統合
化するためのものが介護実習であること、その介護
実習で介護過程に取り組んでいるという認識や、そ
れが介護福祉士としての専門性の獲得に直結してい
るという認識に至っていないという推測ができる点
である。
また、実習生の語りから、利用者及び職員との関
係性の構築に関する項目については抽出できた点を
考えると、実習生は、介護福祉士としての専門性を
意識し介護実習に取り組んでいるというよりも、介
護職員としての業務遂行能力に注視している可能性
が考えられる。
これらの事から考えると、介護実習における課題
は、介護福祉士養成施設の専任教員と介護実習指導
者が目標としている、介護福祉士としての専門性に
ついて思考し獲得させるという目的が、実習生に伝
わっていない事であるということが出来る。
Ⅶ．本研究における限界と残された課題
本研究は、本学の介護福祉士養成カリキュラムに
おいて教育および指導を行う専任教員と、そこで学
修を行う実習生ならびに実習受け入れ施設の介護実
習指導者の語りをもとに分析を行ったという点で、
本学の養成施設及び実習施設の所在地の地域性等の
きわめて限定的なものであるといわざるを得ない。
したがって、調査対象が変化することで違う結論が
導かれる可能性があることが本研究の限界であると
考える。その一方で、これまで本学では行われるこ
とがなかった介護福祉士養成施設の専任教員、実習
生、介護実習指導者の三者の介護実習に対する認識
を分析したことは、今後の実習指導にとって有意義
なものとなると考える。
残された課題としては、今後も介護実習に関わる
三者の認識に関する調査分析を継続的に行いながら、
縦断的な研究とすることであると考える。さらに、
本研究で導き出した仮説をもとにそれを実証する方
法の検討と、再調査を行う必要があると考える。ま
た、仮説において触れた生活支援技術（介護技術）
及び認知症ケアに関する教育や指導、さらには本研
究では取り扱わなかった、介護実習との科目の連動
性の強い介護総合演習（実習事前・事後指導も含む）
においても介護実習指導者と連携を図りながら学習
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介護実習施設と介護福祉士養成施設との連携における現状―介護実習指導者と実習生、介護福祉士養成施設の専任教員との三者間連携の重要性―
内容を検討することも必要であると考える。
介護福祉士養成施設の専任教員ならびに介護実習
指導者と介護実習施設の職員の指導方法や考え方に
相違、齟齬、乖離がないかについてさらに調査研究
を行う必要があると考える。
附　記
本稿は、２０１９年度における長崎国際大学社会福祉学科共
同研究によって行われた研究の報告である。
① 浦執筆部分：はじめに、研究の背景と目的、介護
福祉士養成課程における介護実習の位置づけ
② 石橋執筆部分：研究の方法（「介護の講演会」の内容）
③ 久田執筆部分：研究の方法、結果、考察、結論、
本研究における限界と残された課題
上記の分担で執筆を行った。
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